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眼
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東地方 2 1 0 0
青森市 12 8 2 1
弘前 15 9 3 1
八戸 14 9 2 1
五所川原 7 5 1 1
上十三 9 6 2 1
むつ 6 4 1 1
合計 65 42 11 6

増減数

数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点
(前週からの増減）

数 定点 数 定点

小児科
+内科 (85)  イ  ン  フ  ル  エ  ン  ザ 105 7.5 97 6.5 67 4.8 5 0.7 62 6.9 9 1.5 345 5.3 16 27 13.5 78 6.5

(74)　ＲＳウイルス感染症 0 0.0 4 0.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 0.1 3 0 0.0 0 0.0

(75)  咽    頭    結    膜    熱 3 0.3 1 0.1 0 0.0 1 0.2 0 0.0 3 0.8 8 0.2 -9 0 0.0 3 0.4

(76)   A 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 咽 頭 炎 23 2.6 18 2.0 24 2.7 3 0.6 29 4.8 8 2.0 105 2.5 -4 2 2.0 21 2.6

(77)  感  染  性  胃  腸  炎 56 6.2 48 5.3 16 1.8 21 4.2 24 4.0 62 15.5 227 5.4 -21 3 3.0 53 6.6

(78)  水                痘 32 3.6 3 0.3 3 0.3 5 1.0 28 4.7 2 0.5 73 1.7 29 3 3.0 29 3.6

(79)　手 　  足　   口  　 病 11 1.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.3 12 0.3 -1 0 0.0 11 1.4

(80)  伝    染    性   紅   斑 6 0.7 2 0.2 1 0.1 1 0.2 1 0.2 1 0.3 12 0.3 -5 0 0.0 6 0.8

(81)  突    発    性   発 し　ん 3 0.3 2 0.2 5 0.6 1 0.2 3 0.5 2 0.5 16 0.4 -1 1 1.0 2 0.3

(82)  百      日       咳 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0 0 0.0

(83)  ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 -2 0 0.0 0 0.0

(84)  流 行 性 耳 下 腺 炎 13 1.4 2 0.2 1 0.1 3 0.6 0 0.0 0 0.0 19 0.5 9 0 0.0 13 1.6

眼科 (86)  急 性 出 血 性 結 膜 炎 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0  0 0.0

(87)  流  行  性  角  結  膜  炎 1 0.5 0 0.0 1 0.5 6 6.0 0 0.0 0 0.0 8 0.7 5   1 0.5

基幹 (95)　マイコプラズマ肺炎 0 0.0 0 0.0 3 3.0 0 0.0 0 0.0 2 2.0 5 0.8 -8  0 0.0

む つ 青 森 県 計 東地方(再掲) 青森市（再掲）

小児科

疾患名
東地方+青森市 弘前 八戸 五 所 川 原 上　十　三

 
 
 
 
 

Ⅰ 第 18 週の発生動向（2009/4/27～2009/5/3） 

1.インフルエンザについては、前週に引き続き警報および注意報はすべて解除となっていますが、県全体では 

前週に比べ 16 人増の 345 人の届出があります。 

2.Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎については、上十三保健所管内において警報は解除になりましたが、他の保健所

管内に比較して定点当たり患者報告数が高く推移していることから引き続き注意が必要です。 

Ⅱ 第 18 週五類感染症定点把握 注：五類感染症定点把握疾病の警報・注意報については、二次保健医療圏単位で判定しています。 

                                           
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  は警報、  は注意報。「空欄」：患者発生無し。  
Ⅲ 表Ⅱ以外の感染症法対象疾患 （注：届出数は速報値です） 
（ 9）結核(二類全数把握疾患)：弘前１人、八戸３人、上十三２人、青森市２人   (21年計:0115人) 

（15）腸チフス(三類全数把握疾患)：青森市１人      (21年計:0001人) 

☞過去の全数把握疾患については、月報をご覧ください。 

Ⅳ 病原体検出情報 
・青森地域における胃腸炎患者1名（4/21便検体採取）から、ロタウイルス3型が検出されました。 
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注：水痘の警報開始基準値は 7 人/定点、終息基準値は 4人/定点、注意報レベルは 4人/定点です。 

（2009年第 18週）青森県感染症発生情報 

発行 青森県感染症情報センター（2009 年 5 月 11 日） 

(青森県環境保健センター:担当 微生物部) 

TEL 017-736-5411、 FAX 017-736-5419 

青 森 県 環境 保健 セ ン ター ホー ム ペ ージ  

http://www.pref.aomori.lg.jp/eiken/index.html 
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 RAPID

水痘は、水痘･帯状疱疹ウイルスの飛

沫により感染します。潜伏期間は２週

間前後で、通常、気道から他の器官に

侵入し、そこで増殖した後、皮膚に水

疱を作ります。主症状は、発熱、倦怠

感、発疹です。発疹は、水疱が痂皮化

するまで感染力があり、家族内接触で

の発症率が 90％以上とされていること

から、同居家族に発症者がいる場合は、

特に注意が必要です。現在、上十三保

健所管内において急増していることか

ら他の管内においても注意が必要です

（左図）。ワクチン接種については、医

療機関、保健所等に相談することをお

勧めします。 
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図 1 保健所管内別届出数（青森県） 

注意報発令



列1 東地方 弘前 八戸 五所川原 上十三 むつ 青森市

インフルエンザ報告数 27 97↑ 67 5 62↑ 9↑ 78↑

Ａ型 0 4 1 0 4 2 1

B型 27 93 53 5 56 7 28
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Ⅴ インフルエンザ情報   第 18 週 （4/27～5/3） 
迅速診断キットによる型別は、以下の通りです。    ↑：前週に比べ増加 

 
 
 
 
 
 

 
県全体の届出数は減少傾向にありましたが、今週は僅かに増加しました。前週に引き続き B 型の検出が多く、弘前、 

上十三、むつ、青森市保健所管内では増加傾向にあることから、今後もインフルエンザ感染予防対策を継続すること 
が必要です。 

Ⅵ 保健所管内別インフルエンザ届出数推移  ＊Adobe Reader は、最新のバージョンでお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ 全国及び青森県におけるインフルエンザ届出数推移 （ 2007-2008 シーズン ー 2008-2009 シーズン ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅷ 新型インフルエンザ情報   （2009 年 5 月 10 日 19 時速報値） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
                         （窓口開設期間：2009 年 5 月 11 日現在）    

―●―2008-09 年現在

―●―昨シーズン 

届出数は、３４５人

（１６人増） 

現在、新型インフルエンザ感染患者はメキ

シコ、米国、カナダ、スペイン、英国、ドイ

ツ、ニュージーランド、イタリア、イスラエ

ル、フランス、韓国、エルサルバドルなど２

９カ国で確認され合計３,３００人（４８人が

死亡）が報告されています。 
 
厚生労働省では、 
・正しい情報に基づいた冷静な対応 
・発生国への渡航を避けること 
・手洗いやマスクの着用、うがいの励行 
をお願いしています。 


